
企
業
の
間
で
石
炭
や
重
油

に
代
わ
り
CO2
を
出
さ
な
い
木

質
チ
ッ
プ
が
脚
光
を
浴
び
、

山
に
眠
る
資
源
を
い
か
に
生

か
す
か
が
課
題
で
あ
る
。
町

活
性
化
に
取
り
組
む
考
え
は
。

持
続
的
な
林
業
経
営
、
地

球
温
暖
化
な
ど
環
境
面
か
ら

も
間
伐
な
ど
に
よ
る
森
林
整

備
の
推
進
を
図
り
、
生
産
さ

れ
る
木
材
の
有
効
活
用
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

燃
料
用
チ
ッ
プ
の
主
原
料

で
あ
る
建
築
廃
材
が
不
足
す

る
一
方
で
、
日
本
で
は
大
量

の
間
伐
材
が
未
利
用
の
ま
ま

放
置
さ
れ
、
木
材
の
利
活
用

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
比
べ

遅
れ
て
い
る
。

森
の
工
場
な
ど
を
中
心
と

猪
や
猿
な
ど
の
食
害
に
よ

る
被
害
が
多
い
。
恵
ま
れ
た

自
然
に
囲
ま
れ
、
笑
顔
で
過

ご
せ
る
日
々
の
た
め
に
町
は

努
力
す
べ
き
で
は
。

町
内
で
こ
こ
数
年
、
猪
、

猿
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
農
作
物

へ
の
被
害
が
増
加
し
て
い
る
。

本
年
度
か
ら
防
護
ネ
ッ
ト
・

波
ト
タ
ン
な
ど
の
助
成
を
実

施
し
、
本
議
会
に
有
害
鳥
獣

報
奨
金
の
補
正
予
算
を
提
案

し
た
。
猿
は
１
万
円
を
３
万

円
に
、
猪
は
狩
猟
期
間
を
除

い
て
１
万
円
を
２
万
円
に
、

鹿
は
１
万
円
を
２
万
円
に
、

そ
の
他
の
鳥
獣
も
、
１
千
円

を
２
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額

し
、
鳥
獣
保
護
員
、
猟
友
会

の
協
力
で
被
害
の
軽
減
・
防

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成21年8月10日発行（5） 第16号

問

藤
原
　
陽
三

答

副
町
長

問

藤
　
原

答

町
　
長

区　　分 単位 報奨金 備　　　　　考

イノシシ １頭 20,000円 狩猟期間中に駆除した場合は、支給しない。

サル １頭 30,000円

シカ １頭 20,000円

その他の鳥獣 １個体 2,000円

駆除単価　新表（Ｈ21.4.1～適用）

区　　分 単位 報奨金 備　　　　　考

イノシシ １頭 10,000円 狩猟期間中に駆除した場合は、支給しない。

サル又はシカ １頭 10,000円

その他の鳥獣 １個体 1,000円

駆除単価　旧表

下記表に変更

出
来
る
限
り
の
対
策
を

報
奨
金
を
増
額
し
て
対

答

鳥獣被害

積
極
的
に
取
り
組
む

間
伐
で
CO2
削
減
を

答
し
て
搬
出
間
伐
、
作
業
道
な

ど
の
整
備
を
し
、
間
伐
材
や

未
利
用
材
の
有
効
活
用
に
積

極
的
に
取
り
組
み
林
業
振
興

に
つ
な
げ
た
い
。

止
に
で
き
る
限
り
対
応
し
た

い
。

山の間伐で雇用の促進と地球温暖化防止を図れ。（大引割）



森

の

活

用

本
町
は
約
３
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
植
林
が
あ
り
、
伐
期
に

達
し
て
い
る
。
建
築
材
と
し

副
町
長
は
次
期
町
長
選
挙

に
立
候
補
す
る
に
当
り
、
仁

淀
川
町
の
将
来
に
ど
の
よ
う

な
構
想
を
も
っ
て
臨
ま
れ
る

か
。若

者

定

住

若
い
人
た
ち
の
生
活
が
成

り
立
ち
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
、
定
住
で
き
る
対
策
は
。

本
町
は
条
件
的
に
も
不
利

な
地
域
だ
が
、
町
に
は
す
ば

ら
し
い
自
然
、
伝
統
文
化
、

す
ぐ
れ
た
知
識
や
技
術
が
豊

富
で
人
情
が
あ
る
。
こ
う
し

た
資
源
や
特
性
を
生
か
し
た

自
然
と
共
生
す
る
魅
力
・
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
。幼

児
教
育
の
充
実
と
効
率

化
、
保
育
料
の
軽
減
、
６
ヶ

月
児
保
育
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
高

校
生
の
通
学
費
の
支
援
な
ど
、

子
育
て
環
境
の
充
実
を
目
指

す
。（株

）
フ
ー
ド
プ
ラ
ン
の
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答

副
町
長

答

副
町
長

問

大
原
儀
郎

問

大
　
原

答 自然と伝統文化を生かして

当選したら何をする

よ
う
な
新
し
い
業
種
で
の
雇

用
拡
大
な
ど
、
本
町
な
ら
で

は
の
産
業
の
構
築
に
努
め
た

い
。

て
は
望
め
な
い
が
、
環
境
に

か
か
る
産
業
は
社
会
の
脚
光

を
浴
び
て
い
る
。

産
出
さ
れ
る
大
量
の
木
材

と
、
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
な
ど
、

先
端
産
業
と
し
て
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

森
林
の
活
用
こ
そ
が
本
町

の
最
大
の
課
題
だ
。
現
状
は

材
価
低
迷
、
後
継
者
不
足
な

ど
で
大
変
な
事
に
な
る
。
最

近
、
環
境
資
源
と
し
て
の
価

値
が
大
き
く
見
直
さ
れ
、
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
対
象

と
し
て
新
し
い
分
野
で
展
開

も
始
ま
っ
て
い
る
。

木
材
産
業
に
取
り
組
む
た

め
、
森
林
組
合
や
町
内
の
関

係
企
業
と
協
議
し
、
国
や
県

の
助
言
や
助
成
を
受
け
、
本

町
の
産
業
を
検
討
し
て
い
く
。

安心して子育てできる環境づくりは若者定住に欠かせない（名野川保育所）

繁忙期には55人を雇用し、地域に貢献している（有）池川木材（見ノ越）
すのこを作っている作業現場を写さしてもらいました。



農

業

対

策

中
山
間
地
で
の
農
業
対
策

は
。自

然
茶
の
復
活
、
ヨ
モ
ギ

や
ド
ク
ダ
ミ
、
ワ
ラ
ビ
、
ゼ

ン
マ
イ
な
ど
の
栽
培
、
山
に

は
多
く
の
有
望
植
物
が
あ
る
。

取
り
組
み
方
で
一
大
産
業

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。

自
然
茶
の
見
直
し
や
健
康

志
向
、
安
全
志
向
が
強
ま
っ

た
今
、
高
冷
地
の
自
然
を
活

用
し
中
山
間
地
の
特
性
と
採

算
性
の
高
い
作
物
を
選
定
し
、

本
町
な
ら
で
は
の
農
業
の
確

立
を
目
指
す
。

教

　

育

学
校
運
営
は
子
ど
も
が
減

っ
て
は
成
り
立
た
な
い
。

本
町
で
子
育
て
を
し
た
い

と
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
、
家

族
が
来
て
く
れ
る
町
づ
く
り

を
。
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答

副
町
長

問

大
　
原

答

副
町
長

問

大
　
原

教
育
は
将
来
を
担
う
人
づ

く
り
と
し
て
重
要
で
、
本
町

は
児
童
の
激
変
、
教
育
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応
が
急

務
に
な
っ
て
い
る
。

学
習
指
導
要
領
に
も
生
命

や
自
然
を
大
切
に
、
伝
統
文

化
の
尊
重
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
町
に
は
こ
れ
ら
に
ふ

さ
わ
し
い
環
境
が
整
っ
て
い

る
。
地
域
に
愛
着
が
持
て
る

教
育
を
進
め
た
い
。

高
齢
者
対
策

お
年
寄
り
が
、
こ
こ
に
生

ま
れ
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

と
い
う
地
域
づ
く
り
対
策
は
。

答

副
町
長

問

大
　
原

本
町
は
２
人
に
１
人
が
65

才
以
上
の
高
齢
者
で
社
会
の

活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

永
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を

生
か
し
、
担
い
手
と
し
て
高

齢
者
が
活
躍
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
年
令
に
関
係

な
く
意
欲
と
能
力
が
あ
る
限

り
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会

を
実
現
し
た
い
。

清流トマト（一ノ谷）

「和気あいあい」グループホームよりあい（岩丸）

プールびらき（6月30日・長者保育所）



池
川
は
１
時
間
、
吾
川
・

仁
淀
は
２
時
間
で
完
売
し
た
、

プ
レ
ミ
ア
付
地
域
商
品
券
は

大
変
関
心
が
高
く
、
商
工
業

者
に
と
っ
て
も
時
期
を
得
た

発
売
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、

早
々
の
売
り
切
れ
で
、
買
い

た
く
て
も
買
え
な
か
っ
た
人

も
多
い
。

公
金
を
投
じ
る
以
上
、
一

人
で
も
多
く
の
人
が
購
入
で

き
る
よ
う
、
助
言
な
り
協
議

し
て
い
る
か
。

一
世
帯
平
均
購
入
4
万
3

０
０
０
円
、
465
世
帯
が
購
入

し
、
好
評
で
、
追
加
発
行
の

予
算
を
計
上
し
た
。

販
売
方
法
は
、
今
回
を
参

考
に
商
工
会
に
企
画
課
が
助

言
し
な
が
ら
良
い
方
法
を
検

討
し
て
い
る
。
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答

副
町
長

答

副
町
長

問

農
本
規
仁

答

企
画
課
長

問

農
　
本

問

農
　
本

協
議
し
て

一
人
で
も
多
く
の
人
に

答

太陽光発電を奨励しては

国に呼応して町も取り組む答

池
川
・
仁
淀
商
工
会
は
手

狭
で
希
望
者
の
安
全
面
を
考

え
る
と
、
町
の
施
設
で
の
販

売
も
可
能
か
。

施
設
が
空
い
て
い
れ
ば
可

能
と
考
え
る
。
商
工
会
と
協

議
し
進
め
て
い
く
。

国
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
の
強
制
買
い
上
げ
を
、

26
円
か
ら
50
円
へ
。
ま
た
、

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
義
務
化
な
ど
の
政
策
が

言
わ
れ
て
い
る
。

町
内
5.2
Ｋ
Ｗ
の
施
設
で
５

４
０
０
Ｋ
Ｗ
年
間
発
電
し
て

お
り
、
4
施
設
あ
れ
ば
発
電

所
に
な
り
得
る
。

避
難
所
な
ど
に
も
有
効
と

考
え
ら
れ
、
国
の
補
助
事
業

な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

国
に
呼
応
し
、
温
暖
化
防

止
に
向
け
町
も
取
り
組
む
。

太
陽
光
発
電
は
管
理
費
負

担
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
一

ヵ
所
モ
デ
ル
的
に
導
入
し
、

成
果
を
見
な
が
ら
、
国
、
県

の
有
利
な
事
業
も
勘
案
し
検

討
し
た
い
。

地
域
商
品
券

太陽光を設置して５年が経過した片岡好男邸（名野川）

吾川地区の販売は集落センター前で行われた。（大崎）
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施

策

は

最
初
に
行
う
施
策
は
何
か
。

課
題
は
山
積
し
て
お
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
が
緊
急

な
課
題
で
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
行
政
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

ソ

ニ

ア

行
政
で
改
め
る
こ
と
は
な

い
か
、
無
駄
は
な
い
か
。
ソ

ニ
ア
は
平
成
９
年
に
15
憶
円

の
基
金
で
創
立
、
基
金
が
底

を
突
く
の
は
時
間
の
問
題
だ
。

思
い
切
っ
た
対
策
を
考
え
る

べ
き
で
は
。

行
政
手
法
な
ど
、
特
に
大

き
く
改
め
る
必
要
は
な
い
。

社
会
情
勢
に
対
応
で
き
る
柔

軟
か
つ
効
率
的
な
行
政
の
推

進
が
必
要
と
考
え
る
。

ソ
ニ
ア
の
存
在
は
将
来
的

に
重
要
な
会
社
だ
と
思
う
。

赤
字
経
営
で
、
大
変
厳
し

く
、
現
在
取
締
役
で
対
策
を

考
え
て
い
る
。
若
者
定
住
、

雇
用
の
場
、
所
得
の
確
保
の

面
で
波
及
効
果
も
あ
る
と
考

え
る
。

町
外
流
出
へ
の

対

応

策

過
疎
化
対
策
で
、
若
者
が

町
外
に
流
出
し
て
い
る
が
対

策
は
。

住
宅
家
賃
は
３
万
５
０
０

０
円
以
上
は
町
が
補
助
す
る

べ
き
で
地
方
交
付
税
、
税
収
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

過
疎
化
の
抑
制
は
非
常
に

困
難
で
、
定
住
す
る
人
に
何

ら
か
の
支
援
が
必
要
と
思
う
。

子
育
て
、
通
学
、
生
活
環
境
、

町
内
の
木
材
を
使
っ
て
住
宅

を
建
て
る
場
合
は
一
定
の
支

援
が
必
要
だ
。

企
業
的
セ
ン
ス

町
の
行
政
、
将
来
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
和
の
政
治

も
大
事
だ
が
、
行
革
の
一
途

を
た
ど
る
た
め
に
勇
気
を
持

っ
て
企
業
的
セ
ン
ス
で
汗
を

か
き
、
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

希
望
を
持
ち
、
信
頼
さ
れ

る
町
行
政
を
確
立
し
、
官
民

一
体
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
。

企
業
的
セ
ン
ス
で
改
革
に
取

り
組
み
、
実
態
を
把
握
し
、

行
政
に
反
映
し
た
い
。

問

岡
田
良
成

答

副
町
長

問

岡
　
田

答

副
町
長

問

岡
　
田

問

岡
　
田

答

副
町
長

答

副
町
長

答 地域経済の活性化が急務

何から手をつけるか

15億を投資した（株）ソニアの復活は可能か。（佐川）




